
持続可能な未来を作る高知県幡多地域の「観光×SDGs」プログラム拡充事業
【高知県四万十市、宿毛市、土佐清水市、黒潮町、大月町、三原村】

実施主体 一般社団法人幡多広域観光協議会

造成した
看板商品

【看板商品名①】 「観光×SDGs」プログラム1：四万十川とトンボから考える自然と人との共生のかたち
【商品の内容】 日本最後の清流といわれる四万十川での生態調査や、トンボ自然公園で世界初のトンボ保護区の取組・活動を学ぶことで、自然と
人との関わりを考えるプログラム。
【販売価格】 3,500円

【看板商品名②】 「観光×SDGs」プログラム2：砂浜美術館のコンセプトから描く私たちの未来のデザイン
【商品の内容】 町のありのままの風景を美術館と考え、自然とそこに暮らす人々の営みを「作品」として楽しむ砂浜美術館の考え方を学び、入野海岸
に流れ着いた流木やプラスチックなどの漂着物を使い作品を作ることで、私たちが未来に向けてできることは何かを考えるプログラム。
【販売価格】 3,500円

【看板商品名③】 「観光×SDGs」プログラム3：過去からの想いを未来につなぐ宿毛市の果樹栽培
【商品の内容】 宿毛市の果樹農家で、農家の想いや苦労、日々の作業が食の安心安全につながっていることなどを学び、収穫などの農作業を体験す
ることを通して、農家が持続可能な果樹栽培を続けていくために、消費者側でできることを考えるプログラム。
【販売価格】 3,500円
【ターゲット】 SDGs教育に関心のある中学校・高校（教育旅行）

<プログラム１> <プログラム２> <プログラム３>

【問い合わせ先：電話番号 0880(31)0233、ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ syuryo@hata-koiki.com 】


